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 以上、作業手引き（案）の導入部案を示した。この後に各技術の作業手順等の詳細ページを想

定する。詳細ページでは手順やコスト等だけでなく、実施時の注意点を、成果に繋がらなかった

事例とともに示すことで、利用者にイメージされやすくなるものと考えられた。  
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4.成果と課題 

4.1 成果 

⚫ 本年度は令和 3年 8月大雨が発生し、各実験場所でも特に湾奥部の諸富地先の実証実験場所で

被害を受けたが、他の実験場所では被害の程度が異なり、有明海が大きく塩分低下する様な環

境であっても、その影響の受け方が、場所により異なることが、昨年度に続き確認された。 

⚫ 各実証実験で実施された稚貝採取技術の効果を整理検討した結果、今年度の実験結果を追加し

た検討においても、離底した採苗実験で、C.D.L+1.0 m 前後の設置高で稚貝採取が多くなる傾

向であった。また、干潟面に砂利入り網袋を設置した実験では、中央粒径が比較的大きく、波

や流れの強い場所ほど、最終数が多くなる傾向が確認され、この様な場所に砂利入り網袋を設

置することで、浮遊幼生の着底だけでなく、周辺の稚貝の転がり込み効果が働いているものと

考察された。 

⚫ アサリの生息場としての適性指数(HSI)モデルを検討し、各実証実験場所でのアサリ生息への

制限要因を検討した結果、場所による影響要因は異なるものの、昨年度と同様に、底質の有機

物量や含水率が影響している事に加え、諸富地先では低塩分率が影響している事が考察された。 

⚫ GIS マップの改良では、各実証実験で検討された漁獲量、そしてコストを考慮して、技術を適

用して漁獲がコストを上回る時期を予測し、グラフで確認できる採算性の推定システムを構築

した。 

 

4.2 課題 

⚫ 本年度事業では、各実験場所でほぼ周年の水質連続観測が実施され、令和 3年 8月に発生した

大雨による淡水流入の影響の違いを検討できた。気象に起因する影響には、大雨の他に、台風

の接近による風波等も考えられる。引き続き長期の連続観測を実施し、大きなインパクトが発

生した時の影響の検討が必要である。 

⚫ 各技術の普及資料を、漁業関係者にわかり作成する事が必要である。なお、漁業関係者が技術

適用の際に、注意すべき事をイメージされやすくするため、成果に繋がらなかった事例も掲載

することが望まれた。 

⚫ GIS マップの改良として、最終年度まで得られる実験結果を採算性の推定システムにも反映す

ることが必要である。また、作成される技術普及資料も確認できる様に構築することが必要で

ある。 
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電子格納データ 

 本事業で取得された調査データの整理結果、および総合考察に使用したデータは CD に格納し、

納品した。CDに格納しているデータ一覧を表 32 に示した。 

 

表 32 電子格納データ一覧 

項目（小課題） 検討項目名 データ（Excel ファイル） 

環境特性の検

討 

水温と塩分から見た水塊特性の検

討 

水温,塩分の連続観測結果 

各地先の底質環境 底質調査結果 

アサリの生息

状況と環境の

検討 

アサリ生息状況 アサリ生息密度調査結果 

殻長別最大個体数の分布 殻長別最大個体数の整理結果 

大雨による影響の検討 各地先の塩分連続観測結果と日降水量 

8月における低塩分最大継続日数 

大雨前後の調査結果より求めた生残率

と低塩分最大継続日数の関係 

各地先の水温連続観測結果(6～8月) 

8月における高水温の最大継続日数 

HSI モデルによるアサリ個体数と

環境の検討 

成貝、稚貝の適性指数（SI） 

アサリ個体数と HSI の関係 

SI 値の低い値が見られた項目と個体数 

統計解析によるアサリ個体数と環

境要因の関係の検討 

一般化線形混合モデルによる解析結果 

各実証実験の

成果・評価のと

りまとめ 

稚貝採取技術の適応環境の検討 離底設置手法による稚貝採取個体数と

環境項目の関係 

基質入り網袋の直置きによる稚貝採取

個体数と環境項目の関係 

育成技術の適応環境の検討 殻長別の成長速度 

クロロフィルフラックス 

成長率と餌料環境の関係 

 

 

 

 




